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⼥川町中⼼部の公共施設について、各施設の機能（平常時、災害時）、復旧・整備の⽅向性等を踏まえた配置の考え⽅を以下に示します。 

 種別 施設名 施設の基本機能（使われ方） 施設の復旧・整備の方向性 配置の考え方 平常時の主な機能 災害時の機能

ま
ち
の
中
心
に
配
置
 

行政庁舎 

町役場 
行政機能 
住民サービス（窓口、相談、
情報提供等） 

災害対応拠点 従前機能を復旧 ・駅からの利便性、住宅地、商業エリアとの近接
性を重視して配置 

・災害対応拠点としての機能を踏まえ高台に配置
【L2津波対応】 

保健センター 
乳幼児健診、妊婦健診 
健康指導、保健相談 
予防接種 

救護活動支援 従前機能を復旧 ・町役場との一体的な管理・運営を考慮して配置
（町役場との併設・合築を検討） 

・災害時の救護活動や支援の場としての機能を踏
まえ配置【L2津波対応】 

医療・福祉・
教育の拠点
施設 

小中学校（放課後児童
クラブを併設） 

児童、生徒の教育機能 一時避難所 小学校、中学校を統合し、小中一
貫校として整備 

・児童・生徒の安全確保とコミュニティの一体化
及び徒歩圏拡大（浦宿や石浜まで）が図れるよ
う配置 

・災害時の避難拠点としての機能を踏まえ配置
【L2津波対応】 

地域医療センター 診療、健診 医療対応拠点 既存施設を継続使用 ・既存施設を継続使用（避難計画、避難誘導によ
る安全性を確保）【L1 津波対応】 

子育て支援センター 
子育て相談・援助 
親子・各世代間の交流 
短期の託児機能 

－ 
従前機能を復旧 ・こどもの安全確保と保健センターとの一体的な

利用や管理・運営を重視して配置（保健センタ
ーとの併設・合築を検討）【L2津波対応】 

こども園 
乳幼児の保育 
幼児教育 － 

第一、旧第二、第四保育所を統合
し、こども園として再建 

・こどもの安全確保と良好な環境の確保を重視し
て配置【L2 津波対応】※1：配置に関して今後
検討を要する 

生涯学習センター 
講演会、催事、研修、集会の
場 
図書機能 

緊急物資受入の場など 生涯教育センター、公民館の機能
を統合し、従前機能を整備 

・町役場、駅、学校からの利便性やまちのにぎわ
いへの寄与を重視して配置【L1～L2 津波対応】
※2：機能に関して今後検討を要する

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
沿
い
に
配
置

生活・文化・
産業・コミュ
ニティ施設 

物産センター（民間主
導） 

商業・集客機能 
－ 

シーパルⅡ（マリンパル女川）の
機能を中心に、民間主導で再建 

・施設の持つ集客性を踏まえ、まちのにぎわいへ
の寄与を重視して配置【L1津波対応】 

まちづくり拠点施設 
交流・集客機能 復旧・復興活動の場 にぎわいの創出のため、新たな施

設として整備 
・施設の持つ集客性を踏まえ、まちのにぎわいへ

の寄与を重視して配置【L1津波対応】※2：機
能に関して今後検討を要する 

温泉温浴施設 
娯楽・集客機能 

－ 
従前機能を復旧 ・施設の持つ集客性と従前施設を踏まえ、ＪＲ女

川駅との合築施設として配置【L1 津波対応】

交通結節点
となる施設 

ＪＲ女川駅 
交通結節点（バス、タクシー
ターミナル） － 

従前機能を復旧 ・ＪＲ石巻線の復旧位置や踏まえ配置【L1 津波
対応】 

幹
線
道
路
沿
い
に
配
置
 

離島航路ターミナル 
交通結節点（離島航路） 

－ 
従前機能を復旧 ・船舶利用者の利便性を重視して観光桟橋付近に

配置（避難計画、避難誘導による安全性を確保）
【低地部～L1津波対応】 

広域的防災
拠点となる
施設 

消防署 
行政機能 
防災活動の拠点 

消火・救助活動拠点 従前機能を復旧 ・災害発生時の対応を踏まえ、広域的なアクセス
性を重視し、幹線道路沿いに配置【L2 津波対
応】※3：配置に関して今後検討を要する 

オフサイトセンター 
原子力防災専門官、原子力保
安検査官の執務 
原子力防災訓練、防災業務関
係者等に対する研修の場 

緊急事態応急対策拠点 従前機能を復旧 ・災害発生時の対応を踏まえ、広域的なアクセス
性やヘリポートとの近接性を重視して配置
【L2津波対応】※3：配置に関して今後検討を
要する 

女川町中心部の公共施設配置計画（案） 第９回 女川町復興まちづくり説明会
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※3：消防署、オフサイトセンターの配置  

■消防署の候補地 

○候補地１：現中学校エリア 

課題：道路拡幅、幹線道路からのアクセス性 

○候補地２：役場仮設庁舎駐車場（オーテック） 

課題：敷地形状の制約 

○候補地３：現第一保育所 

課題：整備時期の遅れ 

■オフサイトセンター（駐車場含め 8,000 ㎡） 

○候補地：現小学校エリア or 現中学校エリア 

課題：商業エリアに近接し、眺望等の環境が

良好な場所であり、観光施設等その他用途の

活用の可能性について検討が必要 

町役場、保健センター、子育て支援センター、生涯学習セン
ター、小中学校、離島航路ターミナル、物産センター、まちづ
くり拠点施設の配置については、機能性、利便性、連携性等の
観点から最適な配置と考えられる。 
今後、以下の施設について、関係者との調整を行い、施設配

置、機能分担等を確定させる必要がある。 

※2：生涯学習センターとまちづくり拠点施設の機能 

■機能分担（案） 

○生涯学習センター 

・大ホール、図書施設、会議室 等 

○まちづくり拠点施設 

・小ホール、図書コーナー、会議室、カフェ、震災展

示室、キッズルーム 等 

○機能分担の考え方（学識者意見） 

・大ホール、図書室をまち中に配置 

・高台に重要書物、まち中に雑誌、漫画 等 

図書コーナー､カフェの整備事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：こども園の配置  

■こども園の候補地 

○候補地１：駅南高台エリア 

課題：十分な広さ（平屋で 5～6 千㎡程度）を有す

る敷地の確保、他の公共施設との関係性 

○候補地２：現小学校エリア 

課題：小中学校との近接性、整備時期の遅れ 

■施設配置に関する意見 

・できるだけ広々とした環境を確保するため、現小学

校エリアが良い（庁内） 

・学校との連携が図れることが望ましい。（学識者） 

・送迎のしやすさを考慮し、小中学校の近くに配置し

てほしい。（町民） 

・こども園は子育て支援センターの近くにあった方が

良い。（ワーキング） 

・子どもに関する施設は同じ場所にあった方が良い。

（ワーキング） 

■女川町中心部の公共施設配置計画（案） 

※まちの中心に確保する駐車場台数（案） 

町役場周辺高台…135 台程度(一般･公用車用)、駅裏…300 台以上(一般･町職員用)、駅前…35 台程度(一般用)、商業エリア…200 台以上(一般･商業者用) 

H26 年度

着工予定

H28 年度

着工予定

H28 年度末以降

着工予定 

H27 年度

着工予定

H28 年度

着工予定


